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Transjugular liver access and biopsy
図解付きガイド
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グローバル 
製品番号

カタログ 
番号

ニードル 
ゲージ

ニードル 
長 
cm

採取ノッチ 
長さ 
mm

シース 
Fr

G50779 LABS-100-J 18 60 20 7

承認番号：30600BZX00256000
販売名：COOK LABS 肝生検セット

•  血液凝固異常や腹水が認められる症例に、経皮的肝
生検に代わる経頸静脈的アプローチを実現

•  カーブ型のカテーテルとカニューラにより、 
容易な肝静脈へのアクセスを実現

•  生検針を組織に挿入し、繰り返し組織を採取

本品は経頸静脈的肝生検のための機器です。

経頸静脈的肝生検用にデザインされたアクセス・生検針セットが
処置をサポートします。



Transjugular liver access and biopsy
図解付きガイド

詳細な使用方法や注意事項は電子化された添付文書を参照してください。

Quick-Core® Biopsy Needle
60 cm 長 採取ノッチの長さ

20 mm  Torcon NB® Advantage Catheter
5 Fr、.035 inch 径、80 cm 長 MPB カーブ型

エッチング
マーカ

クイックコア生検針 ストレートカテーテル

血管造影用カテーテル
カテーテル ― ストレート型

5 Fr、.035 inch 径、62 cm 長

1 警告：引き戻す際にカテーテル
が分離しないよう、操作や抜去
の際には十分注意してくださ
い。人工血管グラフトからの挿
入はできる限り避けてください。

標 準 的 なアク セ ス 法 を 用 い
て、.035 inch 径ガイドワイヤを
頸 静 脈 から下大 静 脈 に 進 め 
ます。

金 属 製 スティッフニン グ 
カニューラのハブのベース
プレートに表示された矢印
に 従 い 、C h e c k  -  F l o 
Performer®リバーアクセス
セットとQ u i c k  -  C o r e ® 
Biopsy Needleを生検部位
の方向に向けた後、前方に
軽く押して、生検部位に隣
接する肝静脈壁を押し上げ 
ます。

Check-Flo Performer® リバーアクセスセットと 
Quick-Core® Biopsy Needleの組み立て図
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Check-Flo Performer®リバーアクセスセット（7 Fr、全長 53.5 cm）
14 ゲージ スティッフニングカニューラ付き

カッティングカニューラ
インナースタイレット

リバーアクセスセット



血管造影用カテーテルとガイド
ワイヤ を 使 用 し、 右 肝 静 脈

（RHV）または肝静脈枝に挿入
します。（ガイドワイヤはセット
に含まれておりません）

注意：右心房を通過する際は不
整脈の防止のため、継続して心
臓をモニターすることが推奨さ
れます。

安全な遠位部にガイドワイヤ 
を残し、カテーテルを抜 去し 
ます。

Check-Flo Performer ®リバー
アクセスセットの先端から出る
まで Q u i c k - C o r e ®  B i o p s y 
Needleを進め、肝組織に挿入
します。Quick-Core® Biopsy 
Needleが適切な位置に達する
まで、プランジャは押さないで
ください。

Quick-Core® Biopsy Needle
を動かさないようにしながらプ
ランジャを押して、生検部位の
内部で採 取ノッチを露出させ 
ます。

さらに、プランジャを完全に押
し込み、カッティングカニュー
ラにて組織を収容します。
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Check-Flo Performer® リバ ー
アクセスセットをガイドワイヤに
沿って挿入し、肝静脈に進め 
ます。

この 際 、付 属 のストレ ートカ
テーテルを使用すると挿入しや
すくなります。
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Check-Flo Performer® リバ ー
アクセスセットが肝静脈内に到
達したら、ストレートカテーテ
ルとガイドワイヤを抜去します。

注：ストレートカテーテルを抜
去する際、金属製スティッフニ
ングカニューラでストレートカ
テーテルを損傷させないように
注意してください。抜去の際、
ストレートカテーテルにガイド
ワイヤを通したままにしておく
と、ストレートカテーテルが損
傷しにくくなります。

Quick-Core® Biopsy Needle
を 生 検 部 位 か ら 抜 去 し 、
Check-Flo Performer® リバー
アクセスセットから完全に抜き
取ります。

組織を回収するため、カチッと
手応えを感じるまでプランジャ
を手前に引きます。これでカッ
ティングカニューラが固定され
ます。
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プランジャを押して、組織を露
出させます。

注：カッティングカニューラが
再び作動しないように、抵抗を
感じたら、スタイレットを押す
のをやめてください。

カチッと手応えを感じるまで、
Quick-Core® Biopsy Needle 
のプランジャを手前に引くと、
生検針のスプリングがロックさ
れ待機状態となります。この時
点では、採取ノッチはカッティ
ングカニューラに完全に覆われ
ています。

スタイレットを完全に収納した
状態で、Quick-Core® Biopsy 
N e e d l e を C h e c k - F l o 
Performer®リバーアクセスセッ
トに挿入し、カニューラ近位部
のエッチングマーカがCheck-
Floバルブアダプタのハブに達
するまで差し込みます。これに
より、生検針の先端がアクセス
セットの遠位端に到達します。

採 取ノッチから組 織を回収し 
ます。
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